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皿　Jennifer　A．　Hargreaves教授（ブルネル大学、イギリス）の短期招請について
商学部教授　寺島　善一
　Prof．　Dr．　Jennifer　A．　Hargreavesは、2000年4月13日、バージン・アトランティック
航空900便にて、ロンドンから来日し、5月5日に離日されるまで、実に精力的に行動さ
れ、明治大学の客員教授としての任務を十分に果たされました。ここに彼女の日本におけ
る活動を報告致します。
　第1回目の講演は、来日直後の4月15日（土）の午後、和泉校舎・体育館講義室において
行なわれた。
　テ・一一一マは『新しいミレニアムにおける、エリートスポーツとスポーツ・フォー・オ・一一一ル
ー困難な両立一』”Eli七e　Spor七and　Sport　for　All　in　the　New　Millennium：ADifficult
Relationship”であった。参加者は、明治大学の専任の体育教員の大多数と兼任講師、及び
日本体育大学、日本女子体育大学の諸先生であった。
　彼女の来日の直前（4月10日）に、トニ・一一・E・ブレア内閣のDepartment　for　Culture，　Media
and　Sportから発表された“A　Sporting　Future　for　All”を中心に、英国のスポーツ政策の問
題について分析をしていった。
　“A　Sporting　Future　for　All”が、①教育におけるスポーツ　②地域社会におけるスポーツ
③エリートスポーツ　④スポーツの現代化　⑤スポーツ政策の改良　という五つの柱から
構成され、それぞれの課題についての「アクション・プラン」が存在していると概括した。
その後、このブレア内閣の提案している「政策」の問題性を指摘していった。ロッタリー
マネーの導入により、肥大化したスポーツ予算の費消のされ方について、彼女は鋭くメス
を入れていった。①で論ぜられている学校教育とスポーツを見ても、チャンピオンシップ
スポーツ≒エリートスポーツの繁栄の為に、学校のスポーツをそのルートに乗せようとし
ていると批判し、学校体育本来の目的を見失ってしまっていると指摘した。地域社会にお
いて、老若男女、すべての人々にスポーツを提供し、住民のスポーツ参加による、文化的・
健康的な生活を保障しようとする「Sport　fbr　All」政策が後退している様を、この資料を中
心に論述していった。スポーツの世界から遠ざけられてきた「女性」の姿を浮き彫りにし
てきた、彼女ならではの視点による講演であり、参加者に対して、スポーツへの新しい視
座を形成させてくれた。講演の後、数多くの質問が出て、意義深い講演となった。その後、
場所を変えての歓迎会においても、質疑応答はやまず、まことに充実したプログラムとな
った。
　その次には、4月18日（火）の午前8時30分から10時まで、リバティ・タワー1012
教室において、明治大学短期大学の「体育科学」の講義の履修者を対象にした講義が行な
われた。『西欧社会における女性スポーツの時代一女性の身体観の変化を考慮しながら』”A
Century　of　Women’s　Sport　in　the　West：Looking　at　Changing　Attitude　to　the　Female
Body”というタイトルであった。彼女は、その著書“Muscles，　Me七aphors　and　Myths：
Examining　Women’s　Sporting　Bodies”を中心に講義を進めた。近代スポーツが英国に発祥
して以来、スポーツ実践、スポーツ組織の運営・管理のすべてについて、男中心に進展し
てきた歴史的事実を背景にして、女性がどのようにスポーツに係わってきたのか、その係
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り方を探る手がかりとして、それぞれの歴史的場面において、女性の身体がどのように見
られていたのか？を分析していった。
　最初に、近代スポーツが発祥した時には、女性は添えものであり、「実践」の中心にはい
なく、観衆の1人であったことを指摘し、遅れて、スポーツ実践に参加するようになって
も、女性は男性の目を意識し、男性から魅力的に見られるよう着飾ったり、そのパフォー
マンスも男を意識したものであったことを、スライドにて説明をした。彼女は、これらの
事態を①Conspicuous　Bodyと概念規定をした。ゴルフ、クロケー、バドミントン、テニス、
スケートの場に登場した女性は、すべて富裕な人々であって、身体をクロゼットやペチコ
ートで締めつけ、派手に着飾って、男性の注目を浴びようとした、女性達であった。これ
らの女性達のスポーツ参加は、Public　schoolにおける厳しい戒律の中で、質素に我慢強く
行なわれたSportとは対極をなすものであった。
　次に彼女は、②Medicalized　Bodyという概念を提起した。このMedicalized　Bodyとい
う概念は、前述のConspicuous　Bodyというものの見方と同様な思想的背景があると指摘し
た。一見、科学的に女性の身体を分析したように見せかけ、子供を産むためには、女性に
は活発な身体活動は良くないとして、女性の文化行動規範を作っていった様をMedicalized
Bodyと名づけた。
　「政治的支配」の道具として「身体」が意識されたと言う、ミッシェル・フーコーの言
を引用しながら③Disciplined　Bodyという概念を説明していった。彼女自身が教育を受け
た、女性のエリート校一Dartfbrd　Collegeにおける体育教育の中に、その本質を見い出した。
男子のエリート校であるPublic　Schoolにおける“Sport”を中心とした「体育」のカリキ
ュラムとは対称的に、エリートの女子教育の中には、“Sport”による体育のカリキュラム
は無く、狭くても、しかも安上がりに出来る、「スエーデン体操」を中心としたカリキュラ
ムのみが存在していた。このスエーデン体操は、行列一号令一制服の強要などと相まって、
学校教育の集団支配の道具として利用されていったと、彼女は分析する。集団訓練の具と
して「スエーデン体操」が位置づけられ、外観を強制し、訓練された「身体」を広く社会
にむかって知らしめすものとなっていった事実を指摘した。
　次に④Working　Bodyという概念を設定し、バーンステインの「権力は、境界一合法的境
界を設ける、さらに再生産をもする」との説を引用しながら、その権力による操作は集団、
ジェンダー、階級、人権にも及ぶとしている。近代スポーツ以来、スポーツの分野におい
て記述されているのは、上流階級の女性のスポーツばかりで、下流階級の女性のスポーツ
については、隠蔽されてしまっている事実を指摘しながら、権力によるメディア操作につ
いて述べ、多種・多様に存在していた下流階級の女性達のスポーツを紹介していった。金
を儲けスポーツとしての“Boxing”は1794年にはすでに実施されていたし、1886年には
世界選手権が行なわれ、バーバラ・バトリックがチャンピオンとなった事実を述べた。ま
さに女性がその筋肉を用いて、労働（プロスポーツ）として代価を得ていたと指摘した。
　さらに彼女は⑤Natural　Bodyという身体観を呈示した。これは、　Disciplined　Bodyや
Working　Bodyに対する、新しい女性の身体観であり、身体を女性自身が支配することを
目指し、身体運動を生活に取り入れ、楽しい・解剖学的にもかなった身体運動を目指した
ものであり、第一次大戦と第二次大戦の問に欧・米で流行したものであった。女性、自ら
の手でWomen’s　League　of　Health　and　Beautyなどを形成し、その普及を計ったのであっ
た。生活に密接させる身体運動という考え方は集団訓練、陰惨な女性Boxing、過度な勝利
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至上主義などとは距離を置くものであった。また、このNatural　Bodyという身体観とは、
対極の⑥Hard　Bodyという概念を指し示した。このHard　Bodyという身体観は、女性の美
ということを意識するも、のびやかで、健康的なNatural　Bodyとは違い、外見を大切にし、
痩せた、訓練されたBodyを追求しようとする女性達の存在を指摘した。ボディビルダー、
グラデュエイターなどである。強い女、逞しい女を意識した女性達である。ハーグリーブ
ス教授は、これらのHard　Bodyは“Body　Fascism”であると指摘した。このHard　Body
は次に⑦Abused　Bodyという身体観に至ると彼女は説明している。　Abused　Bodyとは、女
性自らが、ダイエットを意識するあまり拒食症にかかったり、競技力向上のためのドーピ
ングや、東欧スポーツ界で見られた薬物投与、さらに身体の本然性を乱す、ピアスやタト
ゥーetc．もこのAbused　Bodyに入るとし、女性の肉体改造の異様さを指摘した。片や、勝
利至上主義やプロの拝金主義などからくるAbused　Bodyと同時に、現代の資本主義社会の
商業主義なにより現出する、女性の身体を売りものにする、⑧The　Sexualized　Bodyという
身体観が存在することをも指摘した。色っぽい女性の身体を売り物とする女性スポーツマ
ン達が多く存在し、写真・テレビ・雑誌などを媒介に、富を得るという構造である。シド
ニー・オリンピック参加を目指したオーストラリア・サッカーチ・一一・ムの女性達のオールヌ
ード写真は世間を驚かせた。スポーツ写真なのかポルノピンナップなのかの識別が難しく
なってきている。オーストラリアの女性達の問題は、女性のスポーツ、マイナ・一一・・なスポー
ツへのスポンサーシップや補助金の欠除をも物語っているのである。
　ことほど左様に、「女性」がスポーツをする時に、見受けられる「身体観」は多様に存在
することをJennifer　A。　Hargreaves教授は指示された。混迷する現代社会の縮図とも言え
るこれらの「身体観」の中から、彼女は、我々が希求すべき「身体観」を指し示して講義
を閉じた。⑨（1’m）Perfect　Bodyである。　ImperfectなBodyをもった、障害者、老齢の女
性達が充実したスポーツライフが送ることの出来る社会の出現を、彼女は主張するのであ
る。健常者・青少年中心のスポーツのみならずImperfec七なBodyを持った人々まで、老若
男女、すべての人々が、スポーツをEnjoy出来る、社会システムの実現に、彼女の究極の
「身体観」が存在するのであった。第一回目の和泉での講演の中でも主張した、”Sport　fbr
All”の実現を迫るのであった。
　第三回目の講演は、三大紙などの文化欄などにも広報し、広く外部からの聴衆を募集し
て、4月22日（土）の午後3時から5時まで、リバティ・タワー1012教室において行なわ
れた。テーマは『周縁的存在としてのスポーツウーマンー差異とアイデンティティをめぐ
って』”Doing　Research　wi七h　Sportwomen　on七he　Margins：Problem　of　Difference　and
Identity”であった。この講演録は、後にRoutledgeより”Heroines　of　Sport：The　Politics　of
difference　and　ldentity”として出版された。彼女は、この講演において、”Heroine”とい
う概念にっいて説明をし、それはChampionship　Sportの世界でトップランクに輝いた女
性達を指すのではなく、スポ・一一・Lツの世界から遠くへ追いやられ、困難な状況に追い込まれ
た女性達が、自らの手に、スポーツを取り入れていった女性達のことを”Heroine”と呼びた
いと概念規定をした。彼女が取り上げた問題は、「アパルトヘイトの許で、その後解放され
た中で、南アフリカの黒人女性達が、如何にスポーツに係わっていったのか？」次に「イ
スラムの女性達が信仰という樫楷のなかで如何にスポーツに取り組んでいったのか？」さ
らに、「オーストラリアのアボリジニの女性達が植民地化されてゆくなかで、スポーツの世
界でどのような独自性を主張し、また同化されていったのか？」続いて「レスビアン達が
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その偏見の中でスポーツとどのように対峙していったのか？」最後に、「障害を持った女性
や年老いた女性達がスポーツにどのように保ってきたのか？」という課題であった。これ
らの一見、スポーツの世界では周縁に追いやられた人々、女性が、如何にスポーツを考え、
自分達のものとして獲得していったのか？を長い間のフィールド・ワークとインタビュー
によって解きあかしていった。彼女は華やかなChampionship　Sportのみに、目を奪われ
ることなく、広範な人々、とくに、差別や偏見に苦しみ、坤吟している女性達にスポット
ライトをあて、その女性達の活動の実態を報告した。こうした視座は日本の研究者には、
ほとんど存在していなかったため、参加者一同、大きな衝撃を受けた。彼女が注目し、そ
の生活を追いっづけたキャシー・フリーマン（オーストラリア・アボリジニ出身）がシド
ニー五輪では、文字どおりのヒロインに踊り出たのは、彼女の主張が、オーストラリアの
スポーツ関係者に理解されたことによることを付け加えておきたい。
このように、彼女の講演・講義は、現代社会において「女性のスポーツ」は如何にあるべ
きなのかを常に考えていた。歴史的事実を踏まえ、社会的現状を直視し、その「問題性」
を抽出した講演は非常にすぐれたものであった。この講演は商学部助教授の山脇先生に通
訳の労をとって頂きました。
　彼女のスポーツ社会学者としての名声は、日本の研究者にも広くゆきわたっており、明
治大学が招聰したということを聞きつけた、諸研究者・大学からの講演の依頼が殺到した。
彼女のスケジュールと明治大学へのオブリゲーションとしての諸講演を睨みながら以下の
大学にて講演をした。
　①愛知淑徳大学・ジェンダー研究所（4月25日）②広島経済大学（4月27日）③立命館
大学（4月28日）彼女の素晴らしい講演についていずれの大学からも感謝されたことは言
うまでもない。また、明治大学が用意した、国立の田邊記念館における生活について、彼
女は充分にEnjoyをし、明治大学に対して深甚なる感謝をしていたことを報告申し上げま
す。
一8一
